
様式１（幼稚園）
【幼稚園用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価（任意） ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 具体的目標
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○個に応じた指導と支援を行う。 ○一人ひとりの発達や課題を把握し、個に
応じた指導を行う。
○異年齢児との交流

・個に応じたねらい、支援の計画、実践を図る。
支援カード（すくすくカード）の作成と活用。
・10項目中の重点視点の取組。
・異年齢児と一緒に活動する時間を意図的に作
る。

B
・毎日の保育日誌に１０項目の重点視点とつながるも
のを明記しているので、継続して取り組みたい。
・異年齢児との交流は、遊びの中で自然に行われてい
たので、これからも継続していきたい。

A
・日誌を記入する際に、「卒園までに育って欲しい10の姿」を
記入し、個に寄り添いながらかかわりをもつことができた。
・異年齢と一緒に遊ぶ姿が見られ、教えてもらったり、手伝っ
てあげたりする温かな関係が生まれていた。 A

・個に応じた指導がなされている。
・子どもの心に寄り添っている。 　　　　　福本・小嶋

○豊かな心の醸成
絵本の読み聞かせを行い、家読リレー、お
薦めの本の紹介などで保護者の絵本活動
への関心を高める。

○絵本の読み聞かせ、家読の推進 ・読み聞かせた本の記録と紹介。
・家読リレーの実践
・お勧めの本の紹介
・黒川コミセン、町内のお話会との交流

B
・園生活の中で、毎日２冊は読んで記録をし、お薦めの本をク
ラス便りで紹介している。また、家読リレーは、町のお話会『ど
んぐり』さんが絵本の選定をして持参して下さるので、園児た
ちも楽しみにしている。 B

　・毎日、絵本を読んでいる。また、園の絵本コーナー
の本の貸し出しを子どもたちは楽しみにしていた。
・保護者も読みきかせに協力的だった。
・絵本の紹介をできない時があった。

B
・読み聞かせの実践がなされている。
・継続的に絵本の紹介ができると良いと思う。 　　　　　福本・小嶋

●「運動習慣の改善や定着化」 ○遊びを通して、遊ぶ楽しさや触れ合う喜
び、気づく面白さなどを体験させ、体力つくり
につなげる。

・友達と遊びながら、気づいたり工夫したり、
試したりして遊びを発展させる工夫

B

・登園したらほとんどの子どもが戸外に出て遊ぶ。
砂遊びでは、水を流したりトンネルを作ったりしな
がら、友達との関わりを深めて遊んだ。
・特に５歳児は、廃材に興味を持ち、回るハンド
ル・動く自動車などの制作を通して工夫する姿が
見られた。

A

・戸外で思い切り体を動かして遊んだ。また、地域
に出て自然の中での散歩を楽しむことができた。
・ライン引きを出して、走る道、ドッジボールの円な
どを自分たちで引いて自主的に遊びを進めるよう
になった。

A

・戸外で遊ぶことが増え、体力もつき逞しく
育っていると思う。
・異年齢児との交流で多くのことを学んでい
る。

　　　　　福本・小嶋

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の
育成」

○個に応じた給食指導の徹底（少量完食） ・少量完食を通して食べる喜びを味わうよう
にする。
・親子味噌つくり、季節野菜の栽培、収穫等
により食の大切さを理解していく。

B
・野菜に水をやり生長した野菜を収穫することができた。
・７月に給食センターの栄養士さんに給食の様子を見てもら
い、箸・茶碗の持ち方などの指導をしてもらった。
・２学期に『親子味噌つくり』に取り組む予定である。 B

・コロナ感染症拡大防止のため、味噌作りが
できなかった。
・芋苗や野菜を植えて収穫したり、花苗を植え
て生長を楽しみに世話をした。

B
・大きなイベントは、保護者は達成感がある
が、子どもにとっては、安心して過ごせること
が大事だと思う。できなくても気にしなくてよ
い。
・コロナ禍で大変だったと思う。

　　　　　　　福本

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 具体的目標
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●･･･県共通　○･･･園独自

A

・コロナ禍の中で感染防止のために、マスク着
用、消毒、行事の変更などで、防止に務めて
いることがわかる。
・園児の安全を考え、成長する姿を応援して
いる様子がよく伝わる。

　　　　　　　福本

B

・会議の回数が不明なので判断しにくい。
・より一層業務効率化に努めてほしい。

　　　　　　　福本

B

・コロナ禍のため、小学校・保育園との交流が
難しかったと思う。
・具体的目標に回数が記載されていないので
判断しにくい。
・小学校と絵本の読み聞かせの交流をしたら
どうだろうか。

５　総合評価・

　　次年度への展望

・アンケートの結果からは、園の教育活動に対し概ね好意的な評価をいただいた。
・職員は個に応じ、卒園までに育って欲しい10の姿に照らし、幼児理解と評価を行った。
・交代で給食後、事務整理のための時間を確保し、業務の効率化に取り組むことができた。
・感染症防止の対応について、個々の考え方が保護者によっては相違がみられたが、感染を防ぎ子供の生命を守るために今後も保護者との連携を図っていきたい。
・会議等の回数が記入していなかったので、評価しにくいという指摘があった。来年度は具体的な取り組みとして数値を記入するようにしたい。目標を明確にすることで、評価者も分かりやすくしていくようにしたい。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価（任意） 最終評価 学校関係者評価

●幼・保・小連携

●健康・体つくり

●心つくり

主な担当者重点取組

・黒川小学校やたんぽぽこども園との共通
理解のもと年間計画に基づいた計画的な交
流を実施する。
・日常的な交流の促進
・職員同士の情報交換 B

学校関係者評価

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

２　教育目標 「豊かな心を持ち、いきいきと活動する子どもを育成する」

３　本年度の重点目標

（１）個に応じた支援の計画を実践　　・・・・・一人ひとりのねらいを立て、支援の計画実践を行う。

（２）豊かな心の醸成　　　　　　　　・・・・・異年齢縦割り保育、家読の推進を図り、豊かな心の育成を目指す。

（３）幼保小連携　　　　　　　　　　・・・・・子ども園（保育園）、小学校との交流を行い、幼保小の連携を図る。

具体的取組
中間評価

　　　　　　　小嶋

○業務の効率化を推進する。 ○会議や研究会の効率化を図り短時間で
終わるように努める。

・会議等の終了時間の設定や資料の事前
配布
・行事の前に削減できるものを検討する。
・共有ホルダーを利用して、データの共有化
を図り効率的な業務遂行に努める。 Ｃ

・バス旅行は遠足。保育参観と育友会作業は時間
短縮で実施。
・行事がスムーズに実施できるように、事前に短
時間の打ち合わせを行った。
・行事について、今一度見直しをし削減していきた
い。

園名 伊万里市立黒川幼稚園

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

・本園の教育活動に対して概ね好意的な評価だった。また、教育目標の実現に向けて、幼児理解と評価について心に留めながら、園児の指導を行うことができた。

・来年度は園児数が減少するが引き続き異年齢児との交流を行い、子ども達がわくわくするような遊びを展開していきたい。

・来年度もコロナ感染拡大防止のため、マスク着用、手洗い、消毒の励行を常時行い、保護者とも連携していきたいと思う。

○危機管理

最終評価

・５月に小学校の５年生の担任と、年間交流計画
を立てた。
・６月下旬『５年生との交流会』を行う。ゲーム、学
校探検、キュウリ収穫などを行った。実施前に教
師間で、子ども達同士の顔合わせの事前話し合
いを２回実施。
・保育園との交流コロナの為未定。

○コロナウィルス感染症防止に努める。
○食物アレルギー等への対応

○コロナウィルス感染症防止のため、家庭で検
温を呼びかけマスクを着用する。
○こまめに手洗いと消毒を行い感染防止に努め
る。
○保育参観や行事等は、出席者を制限し短時間
終了を保護者に協力してもらう。
○食物アレルギーの園児を把握し,家庭と連携し
て事故防止に努める。

○コロナウィルス感染症防止のため、登園前に
家庭で検温を行い,マスクを着用し登園する。ま
た、こまめに手洗いと消毒を行い感染防止に努
める。
○保育参観や行事等の際は、人数制限・短時間
終了を保護者に理解してもらい、感染防止の意
識を高めていく。
○給食献立表をチェックし、園児にアレルギー食
材が含まれるものは食べさせないようにする。

B

・６月中にアンケートを行い、全員から回答してもらっ
た。また、保護者会でアンケートの回答について話し合
うことができた。
・数値の低いものに関しては、原因を考察し協力をお願
いした。　また、設問が難しかったのかもしれないので、
分かりやすいように見直しを行った。 A

・アンケートは全員回収することができた。
・コロナウィルス感染症防止のため、マスク着
用、消毒、行事の変更、中止の内容検討など
を行い、感染防止に努めた。
・アレルギー者に給食の献立表を配布したり、
複数人で給食のアレルギー物を確認したりし
て、家庭と連携して対応に努めた。

B

・資料の事前配布と終了時間の設定ができな
い時があった。
・日誌記入を交代で行い、時間を確保したこと
で短時間で終えるようになった。

○小学校や子ども園（保育園）との連携の
充実及び強化

○隣接した子ども園や小学校との交流を深
め、小学校へへの接続を滑らかにする。

B

・年度初めに小学校と年間計画を作成したこ
とで、スムーズに交流を行うことができた。
・長縄跳び大会などの応援のため、小学校に
気軽に行くことができた。
・小学校から、米やキュウリの販売に来園す
るなど、日頃からの交流を行った。


